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ものだからじゃないか。人生とか社会の大事なものは答えのないものが多い。
大事なものほど、正解がない。正解がないのに、この世の中にはしっかり生き
ている人が多い。僕にとってのフィールドワークはそれで、つまり根拠とい
うものをちゃんと提示できないけれど大事なものはこうだと思われているも
のを探すのが、僕にとっては哲学のフィールドワーク。そこには唯一の解は
ないにしても、そのスキルを見つけたいと思うし、それこそ本当のデザイン
力じゃないかなと。 
山極： 京都大学の学生は答えを求める訓練をずっと高校時代にやってきた人
たちで正解を早く求めるから、正解のない世界は戸惑いを覚えるんじゃない
かなと思いますね。クリエイティビティなんて言われても困るというのが本
音かな。 
鷲田： 昔どなたかがおっしゃったけど、京大は放牧、放し飼いを上手にして
いかれていけばいいんじゃないか。京都はそういうのが上手い。たとえば京
料理は味が薄い。「これが旨い」って強制しない。薄味のデザインのすごいと
ころは、食べる人を受け身にさせないで、味覚のセンサーを活性化するとい
うか、人のセンサーを立ち上げさせるところがある。味のデザインをしすぎ
ていない。そこに良さがあるからあまり教えすぎない方がいいですね。 
 
（了）
